
 ※係数に小数や分数をふくむ連立方程式の解き方

 ※練習問題

　次の係数に小数や分数をふくむ連立方程式について、その解き方を考えてみましょう。

（１）①の方程式の右辺と左辺を10倍して、係数を整数にした式を①’のところに書き

ましょう。

（２）①’と②の連立方程式を解きなさい。

（３）②の方程式の両辺に分母の公倍数をかけて係数を整数にした式を②’のところに

書きましょう。

（４）①と②’の連立方程式を解きなさい。

　次の係数に小数や分数をふくむ連立方程式を解きなさい。

6x + 11y =- 4

6x + 11y =- 4
6x - 3y = 24

14y =- 28
y =- 2

x = 3, y =- 2

②の式を３倍して、①'から引くと

－）

2x + 5y = 16

②'の式を２倍して①から引く

4x - 3y = 6
4x + 10y = 32

-13y =- 26
y = 2

x = 3, y = 2

－）

①×6-②×2

4x - 5y =- 42
4x - 6y =- 48

y = 6

x =- 3, y = 6

－）

上の式を①、下の式を②とする

①×10－②×2
2x - 5y = 20
2x + 14y =- 18

-19y = 38
y =- 2

x = 5, y =- 2

－）




